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観光による地域活性化をどのようにマネジメント
していくのか？ ～八代市・明治大学ジョイントプロジェクト～

2015 年（平成 27 年）、明治大学中野キャンパスにおいて、熊本県市長会連携講座「熊本の祭り
と伝統芸能」が開催されたことをきっかけに、若者の視点から八代の観光を考える「八代市・明治
大学ジョイントプロジェクト」が 2017 年からスタートしました。4 年ぶりの開催となる今年のテ
ーマは、「日本遺産を活用したツーリズム・マネジメント」。日本遺産の魅力を県外や海外の人に
発信し、観光による地域活性化をどのようにマネジメントしていくのか？学生ならではの視点で八
代市に提言することが目的です。16 日（土）、フィールドワークの一環として、18 名の大学生の皆
さんにボランティアガイドを行いました。東陽町の観光資源の発掘に向け、メモをとりながら非常
に多くの質問をされる大学生の皆さんに、子どもたちはタジタジになる場面も見られましたが、大
学生の主体的に学ぶ姿に、憧れの念も抱いたようです。「くまモンポート八代に寄港した外国人観
光客を対象に、ガイドツアーを企画し、東陽中生がボランティアガイドを行う。」本校が考えてい
る構想も、企画・立案の一つにあるとゼミを担当する S 講師に伺いました。
「世界の中の日本」、「日本から見た世界」の視点で考え、日本のよさを世界に発信していこう

とする大学生の発想に大きな学びと刺激を受けました。とてもよい機会をいただきました。八代市
文化振興課の O 様をはじめ、ご尽力いただいた明治大学・国際日本学部の S 講師、ゼミ生の皆さ
ん、明治大学 OB の皆さま方、ありがとうございました。

自己の限界に挑む ～校内持久走大会～ 来年もたくさんの福が
やってきますように・・・

18 日（月）、「Challenge Your Limits ～限界に挑
戦せよ～」のテーマもと、校内持久走大会を開 14 日（木）、昨年もお世話になったＮ様にご指
催しました。女子の部では、八代中体連駅伝大 導頂き、門松づくりを行いました。まずは、午前
会にも出場した 1 年 S さん、2 年 Y さん、I さん、3 中に竹の切り出し。Ｎ様始め、学校運営協議会員
年 I さんの 4 人が先頭集団を形成しますが、2 週 のＳ様、Ｈ様、3 年保護者の 2 名の皆様と共に竹
目にペースを上げた S さんが一気にリードを広 林から竹を切って運びます。午後からは 3 年生も
げ、優勝テープを切りました。男子の部でも、 加わり、竹の袴づくりにチャレンジ！最初は恐る
大会に出場した 2 年 M さんがスタートから飛び 恐るの作業でしたが、コツを掴んだのか、器用に
出し、後半、2 年 K さんの ナタを操る生徒も出てきて、
追い上げをかわし、1 位で 褒められていました。皆さ
ゴールしました。厳しい寒 まのお陰で、今年も立派な
さの中の大会でしたが、限 門松が完成しました。切り
界に挑戦しゴール後に倒れ 口の笑い顔に、来年もたく
込む姿や、勇気を与える声 さんの福がやってくること
援をなかまに送る姿に心が と思います。学校に来られ
温かくなりました。 た際には、ぜひご覧下さい。

【編集後記】令和5年（2023年）の終わりに・・

▼明日から冬休み。2023 年も、あと 9 日で終わります。新型コロナウイルスの感
染法上の位置づけが「5 類」に移行した 5 月 8 日以降は、東陽小中合同運動会を
始め、さまざまな教育活動が 4 年振りに再開されました。経験のない中、子どもたちは思いを伝え
合い、仲間と協力しながら取り組んでくれました。この 9 ヶ月、大きな大きな成長を見せてくれま
した。▼来年 2024 年をどんな年にするのか？昨年同様、子どもたちには自分のやりたいことや夢
をもつように話しました。これから様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓いていくた
めにも、自分の意志でどんどん挑戦していってほしいと願います。▼保護者の皆さまには、今年も
さまざまな教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。来年も、皆さまにと
りまして良い年になりますようお祈り申し上げます。

※ご意見や感想をお待ちしています。「見ました」の一言でも構いません。

保護者名（ ）


